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ま え が き

知 床 半 島 の 森 林 植 生 に つ い て は 、 高 山 帯 か ら低

山 帯 まで に つ い て 、 い くつ か の報 告 が あ る(市 川

・吉 中、1982;松 井 ほ か 、1985;斎 藤 、1984、1985、

1987a;鮫 島 ・佐 藤 、1981)。 しか し、 そ の海 岸 線

に つ い て の 報 告 は 、 き わ め て 乏 しい 現 状 で あ る

(斎藤 ・成 田 、1988)。

筆 者 た ち は 、 斜 里 町 ウ トロ地 区 の 遠 音 別 神 社 の

境 内 に お い て 、 海 岸 線 にお け る 、 往 時 の 天 然 林 の

残 存 を 見 出 し、 この 天 然 生 林 に 興 味 を もっ て 、 こ

れ を調 査 してみ た(図 一1)。 この 天 然 生 林 は 、 か

つ て の 、 開 拓 以 前 の 海 岸 線 お よ び チ ャ シ コ ツ原 野

下 部 の 森 林 を知 る上 で 、 きわ め て 重 要 な もの で あ

る 、 と考 え られ る 。 そ して 、神 社 の 森(鎮 守 の森)

図 一1調 査 地 位 置 図(国 土 地 理 院 ・1/5万

「宇 登 呂」 お よ び 「羅 臼 」 か ら)

として、これが末永 く保存 されることを、筆者た

ちは切に願 う。

本稿に発表の機会を与 えられた、斜里町立博物

館の藤田孝夫館長に、筆者たちは深 く感謝する。

調査地の概要

調査地は、斜里町ウトロ地区の遠音別神社の森

である。

地形的には、チャシコツ原野の北端にあた り、

やや低 まった海岸段丘面上(標 高が50～70m)に

あって、北西側が段丘斜面(段 丘崖)、東側がペ レ

ケ川の谷壁、北側がウ トロ小中学校、そして、南

側がグラウン ドとなっている。

地質的にみると(杉本ほか、1961)、 調査地は、

新第三紀の宇登呂層に属 し、安山岩質集塊岩*か

らな り、砂岩やシル ト岩 をともなう。表層には、第

四紀の上位段丘堆積物(砂 、礫お よび粘土)が 存

在する。

段丘斜面 と段丘面の北西端は、国有保安林 とな

っていて、イタヤカエデ ・ミズナラ ・シナノキを

主体とする落葉広葉樹林でおおわれている。 また、

神社の森の北西部 も、国有林に属する(写 真一6、

7参 照)。 他方、神社の森の南東部は、民有地であ

り、M氏(釧 路市)か ら買い求められたものであ

って、落葉広葉樹が主体であるが(写 真一4、5

参照)、部分的に常緑針葉樹の トドマツが混交する

(図一2、 写真一3)。
「斜里町史」(1970)に よると、チャシコツ原野

の開墾は、大正年間に始 まり、終戦直後には既に

*集 塊 岩(Ag910merate)と い う用 語 は 、 今 日で

は 、 水 冷 破 砕 岩(ハ イ ア ロ ク ラス タ イ ト、Hyalodas-

tite)な い し火 山 角礫 岩(Volcanicbreccia)と い う

用 語 に置 換 され た よ うで あ る。
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ほ ぼ現 在 の よ う な 畑 地 と林 地 の 分 布 に な ってい た。

ま た 、 ウ トロ市 街 地 は 、 か つ て 、 漁 業 集 落 で あ っ

て 、小 規 模 な も の で あ った が 、 近 年 の 知 床 観 光 ブ

ー ム に よ り、 い ち じる し く拡 大 しつ つ あ る 。 これ

らの こ とは 、2枚 の航 空 写 真 に 明 らか で あ る(写

真.一1、2)○

遠 音 別 神 社 は 、 大 正 元 年(1912)に 建 立 され 一江

戸 時 代 か ら、 斜 里 場 所 を 請 負 っ て い た 藤 野 氏 が お

り、 も っ と古 くか ら神 社 が あ っ た 、 と推 測 され る

一往 時 に は ウ トロ市 街 地 の 神 社 山 にあ った(写 真 一

2参 照)。 そ して 、 市 街 地 の 拡 大 に と もな い 、 昭

和53年(1978)に 、現 在 の場 所 に移 設 され た。*

神 社 の 森 を取 囲 む よ う な道 路 は 、 海 岸 線 を走 る

国 道334号 が 開 通 す る まで は 、 森 の 北 側 を 廻 る道

路 が 斜 里 へ の 幹 線 と して 使 用 され て き た。 また 、

この 森 を抜 け る慣 用 道(歩 道)が 、 近 道 と して 利

用 され て い た 。 昭 和34年(1959)に は 、 こ の 森 の

東 側 に新 道 が 開 削 さ れ 、 そ の 後 、 グ ラ ウ ン ド、 神

社 へ の 取 付 け道 もつ く られ た*(図 一2参 照 、写 真

一4
、5)。

神 社 の 森 の取 扱 い につ い て は 、用 地 と して整 地

チャシコツ崎 オ ホ ー ツ ク 海

写 真 一1ウ トロ ふ きん の 森 林 と開 拓 地

Cヒ)(1947年11月25日 の 航 空 写 真 か ら)

写 真 一2ウ トロふ きん の 森 林 と開拓 地

(右)(1983年 の航 空 写 真 か ら)

*遠 音別神社の由来については、知床博物館の金

盛典夫氏から、資料 をいただいた。金盛氏も、ま

た、斜里町役場の森建設部長、高山道路管理事務

所長、ウ トロ在住の桂田英雄氏および桂田鉄三氏

から情報を得た、 ということである。

図 一2遠 音 別 神 社 周 辺 の 地 形 ・森 林 の 概 略 図

(網 走 地 区(宇 登 呂)山 地 保 全 計 画 調 査

図 、3-2、1983か ら変 写 ・加 筆)
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写真一4新 道建設にともなう風 ヒ林縁(東 側)

写真一3針 広混交林分(東 南側)

轡酬 撫 穆

写 真 一6疎 開 した 天 然 生 林 分 の 大

径 木(参 道 の北 側)

し、参 道 をつ け た 以 外 に、 ほ とん ど手 を つ

け て い な い 、 と い わ れ る。*し か し、参 道

の 北 側 ～ 北 西 側 の 広 葉 樹 林 は 、 大 径 木 が 残

っ て は い るが 、 か な り疎 開 しつ つ あ る(写

真 一6、7)。

写 真 一5遠 音 別 神 社 の 森 の 遠 景(南 か ら、1987.8)

7一真写 疎開 した天然生林分(参 道の北西側)

33



知 床 博物 館 研 究 報告 ・第10集 ・1989

調 査 結 果

現 地 調 査 は 、1987年8月27～28日 に行 わ れ

た 。

調 査 した場 所 は、 社 殿 と鳥 居 の 中 間 ふ きん

か ら、 ウ トロ小 中学 校 へ 向 う、N60.Eの ラ

イ ン(幅5m)で あ る。 これ は 、 地 形 お よ び

林 相 か ら、3区 分 さ れ 、 帯 状 区調 査 方 法 で 調

べ られ た 。 そ の 概 要 は 、 図 一3の よ うで あ る

(図 一2参 照)。

1)ハ ル ニ レ ・オ ヒ ョウ林 分

帯 状 区 恥1は 、 古 い 道 路(ウ トロ ～ オ シ ン

コ シ ン)の 北 側 斜 面 に設 定 され た(5m×18

m)。 こ こで は 、 ハ ル ニ レの2本 が 大 きい だ

けで あ る(樹 高 が14～16m,胸 高 直 径 が35～

40cm)。 中 層 木 に は 、 オ ヒ ョ ウ、 ア オ ダ モ が

み ら れ る に す ぎな い 。 下 層 木 に は 、ヤ マ グ ワ 、

ノ リ ウ ツ ギ と と もに 、 高 木 種 が わ ず か に み ら

れ る。

調 査 結 果 は 、 図 一4、 表 一1お よ び2に 示

され る。

林 床 植 生 で は 、 クマ イ ザ サ が 優 占 し(被 度

が4～5、 高 さが60～110cm)、 木 本 の 実 生

・稚 苗 が ご く乏 しい
。 つ る性 木 本 は 多 くみ ら

れ 、.樹冠 に繁 茂 す る もの もあ る。 草 本 種 と し

て は 、 道 路 沿 い に は 陽 生 の もの が 、 帰 化 植 物

(イ ネ 科 牧 草)と と も に生 育 し、 林 内 に は 森

林 性 の もの が み られ る(表 一3)。

2)イ タヤ カエ デ ・ト ドマ ツ林 分

帯 状 区NQ2は 、道 路 か ら南 側 へ 、 緩 斜 面 に

図 一4ハ ル ニ レ ・オ ヒ ョ ウ林 分 の 帯 状 区(Nα1)

グラ ンド

やや低 い,海 岸段丘 面の上 標高 沁～70η 斜 里 町 ウ ト ロ

図一3調 査地の見取 り縦断図
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設 定 され た(5m×32m、 写 真 一8)。
コ

こ こで は 、 道 路 沿 い に 、 林縁 帯 が み られ 、

立 木 密 度 が 高 く(約4300本//ha)、 樹 冠 が 道

路 側 に い ち じる し く偏 っ て い る。 林 内 の 距 離

8～18m問 に は 、 ト ドマ ツ が 密 に生 育 し、 高

さが8～14mあ り、 枯 死 木 が 目立 ち 、広 葉 樹

種 が 乏 しい 。 距 離19～32m間 は 、 比 較 的 に疎

な広 葉樹 の 林 分 で あ り、.林冠 木 の 高 さ が12～

18m、 胸 高 直 径 が20～40cmで あ り、 全 立 木

の 密 度 が 約2700本/・/haで あ る 。 た だ し、 枯 れ

表 一1樹 高 階 別 本 数 表(帯 状 区Fb.1)

種 Spedes

樹高(m)2468101214計

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
Height46810121416Tota1

ハ ルニ レ α〃2πsdα〃毎ぬ履var,ノ の)o短cα(U)
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,

表一2胸 高直径階別本数表(帯 状区恥1)

種 Species

胸 高直径(cm)

'Dbh

05101520253035言 十

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

510152025303540Total
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写 真 一8 遠 音 別 神 社 の 森(帯 状 区Nσ1、2

ふ き ん;北 か ら)

表 一3ハ ル ニ レ ・オ ヒ ョウ 林 分 の 林 床 植 生(帯 状 区 輪.1)

種 Spedes 距 離Distance(m)1234567891011121314151617
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図 一5イ タヤ カエ デ ・ト ドマ ツ林 分 の 帯 状 区(恥2)

株(ミ ズ ナ ラ)の 直径 は 、60cmに 達 して い た 。

森 林 の構 造 と樹 種 構 成 をみ る と、 全 体 と して 、

林 冠 の 高 さは12～18mで あ り、 イ タヤ カエ デ の ほ

か 、 ミズ ナ ラ・ ハ リギ リ、 ナ ナ カ マ ド、キ ハ ダお

よ び ト ドマ ツ が み ら れ 、 そ れ らの 立 木 密 度 が 約

1000本/haで あ る 。 亜 高 木 層 ～ 中層 は 、 高 さが6

～12mで あ り、ト ドマ ツ 、 ミズ ナ ラ、 ナ ナ カ マ ド、

ハ ウ チ ワ カエ デ な どが み られ る 。 下 層 木 は 、 高 さ

が2～6mで あ り、 イ タヤ カ エ デ 、 キハ ダ 、 シ ウ

リザ ク ラ ・ア オ ダ モ 、イチ イ な どか ら な っ て い る。

調 査 結 果 は 、 図 一5、 表 一4お よ び5に 示 され

る。

林 床 植 生 をみ る と、 クマ イザ サ が優 占 し、被 度

が3～4、 高 さが50～110cmで あ る 。 シ ウ リザ ク

ラ・ ト ドマ ツ が 目立 つ が 、そ の他 の 木 本 は 乏 しい 。

つ る性 木 本 は 、7種 が 数 え られ 、 ッ タ ウル シ 、 ヤ

マ ブ ドウ 、 イ ワ ガ ラ ミが 全 体 的 にみ られ る 。 草 本

類 は 、 林 縁 部 を 除 くと、 ほ とん ど生 育 して い な い

(表 一6)。

3)キ ハ ダ ・ ト ドマ ツ林 分

帯 状 区N}3は 、 恥2に 続 い て 、 参 道 ま で の 比 較

的 に疎 な林 分 に設 定 され た(5m×30m)。
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表一4樹 高階別本数表(帯 状区N6.2)

種 Species

樹高(m)

Height

4

～

ρ
0

9
白
～

4

6810121416

～ ～ ～ ～ ～ ～

81012141618

十き
ロ

Total

イ タヤ カエ デ

キ ハ ダ

ト ドマ ツ

ミズ ナ ラ

ハ リギ リ

ナ ナ カマ ド

エ ゾ ノバ ッコ ヤ ナギ

シウ リザ クラ

ハ ウチ ワ カエ デ

ア オ ダモ

ミズ キ

イ チ イ

ヤ マ グ ワ

ホ オ ノキ

キ タ コブ シ

ノ リウ ツギ

・46θプ規oηo(Ac)

P乃6〃06θ η470η6〃2z476π56(Ph)

・4∂ガθ5∫α6加1加8π ∫ゴ3(A)

Qz昭7c%s〃zoηgo〃6αvar.970∬6587η ムα(Q)

κα1ψ 伽 礁1)ゴc伽s(K)

Soプ1うz4560〃z〃z伽 如(S)

Sα1伽hz4〃 θη〃var.oη9π ∫'〃わ1ゴα(Sh)

P7z4ηz4∫ ∬ゴoガ(Pss)

・40θ7ブ¢1)o痂6π〃z(Aj)

Fzα κ吻z6∫Zαππ9勿o∫ごz(Fl)

Co7ηz6∫60〃 〃ω6駕 θ(C)

71α膨6∫c%ψ ゴ4α云α(T)

Mo物 ∫∂伽 めノcガs(Mo)

ル勉9η01勿o∂o槻 彪(M)

ル毎9η01勿 々o∂π∫var.∂076α 〃∫(Mk)

亙y〃 αη9θα1)αηゴc協α'o(H)

。
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⊥
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・
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●
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●
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●
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・
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・

●

・

.

●

・
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・

・

.

2

・

-

・

・

●

●

・

.

・

●

●

●

.

・

1

1

1

●

2

●

.

●

.

・

●

●

…

・

・

1

1

・

・

1

・

2

●

1

.

・

●

・

・

3

2

●

.

…

2

1

1

.

1

.

・

●

●

3

1

1

・

・

1

・

3

.

2

・

1

1

1

1

2

8

6

7

3

2

5

1

5

3

3

1

2

1

1

1

2

計 Total 171065336151

表一5胸 高直径階別本数表(帯 状区恥.2)

種 Species

胸高直径(cm)

Dbh

0510152025303540455055言 十

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

51015202530354045505560Total

イ タヤ カ エ デ

キハ ダ

トドマ ツ

ミズ ナ ラ

ハ リギ リ

ナナ カ マ ド

エ ゾ ノバ ッコヤ ナ ギ

シ ウ リザ ク ラ

ハ ウチ ワ カエ デ

ア オ ダモ

ミズ キ

イチ イ

ヤ マ グ ワ

ホ オ ノ キ

キ タコ ブ シ

ノ リウ ツギ

枯 れ木

、4667〃zoπo(Ac)

・P乃6〃06θπ470π α〃zπ7θη56(Ph)

・4∂ゴ6∫∫αc乃α〃麗 η∫∫∫(A)

Qz6〃c%3〃zoηgo〃cαvar.970∬6567zα 孟α(Q)

1(々101)αηα■1)ガo伽∫(K)

So7∂z4∫co〃z〃z㍑ 云α(S)

Sα1伽 勉4〃6η〃var.α πgz4,∫'乖)1勿(Sh)

∫)7勿πz4s∬ ゴo万(Pss)

・4cε7ブψo疵6〃 〃z(Aj)

Fzα ガκz4∫Zαππ9ゴηo∫α(Fl)

Co71zz4,∫coフz'70z/6ノ ∫o:(C)

7〕砿 πs伽 砂 ゴdα云α(T)

Mo7πs∂o吻 めノ6ゴ∫(Mo)

ル勉9ηo加o∂o刀 磁α(M)

ル勉9%01伽 々o∂π∫var.∂076α1ゴ ∫(Mk)

Hy6zo〃9θ α1りαηゴo〃α孟α(H)

Deadtrees(x)

0
0

り
0

・

つ
σ

・

-

3

1.

11.

.122

.1

..1.

1121

.1.

2...

3...

3

.

・

.

.

・

・

-

■⊥

.

-
■

.

…

9
乙

噌1⊥

・

・

…

-
1▲

.

・

…

-⊥

8

・

-

噌1
⊥

-
■
ゐ

1

1
1
占

.1....8

1......6

1......7

2......3

..1....2

.......5

.......1

.......5

.......3

.......3

.......1

.......2

.......1

.......1

.......1

.......2

,.....113

計 Total 122461144.2...164

こ こで は 、植 栽 さ れ た エ ゾヤ マ ザ ク ラ を除 く と、

下 層 木 が な く、 上 ・中 層 木 の 立 木 密 度 が約1100本

/haで あ る。 林 冠 木 は 、 高 さが10～16m、 胸 高 直

径 が20～40cmで あ り、 キハ ダの ほ か 、 ト ドマ ツ 、

ナ ナ カ マ ド、 オ オ バ ボ ダ イ ジ ュ 、 ハ リギ リが み ら

れ る 。 枯 れ 株(伐 り株)の イ チ イは 、 直径 が60cm

ほ ど もあ っ た。

調 査 結 果 は、図 一6、 表 一7お よ び8に 示 さ れ る。

林 床 植 生 を み る と、ク マ イザ サ が や や 優 占 し(被

度2～3、 高 さ40～80cm)、 距 離15mか ら後 方 で

は 、植 栽 エ ゾ ヤ マ ザ ク ラ の た め の 下 刈 りの 影 響 が

み られ る 。
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表 一6イ タヤ カエ デ ・ ト ドマ ッ 林 分 の 林 床 植 生(帯 状 区llb2)

種 Species 距離Distan㏄(m)1234567891011121314151617181920212223242526272829303132

木 本
クマイザサ

オヒョウ

キタコブシ

ノリウツギ

ミズナラ

トドマツ

シウリザ クラ

ツリバナ

ナナカマ ド

つる性木本

ッタウルシ

ツルウメモ ドキ

チ ョウセ ンゴミシ

ヤマブ ドウ

イワガラミ

ツルアジサイ

ミヤママ タタビ

草 本

オシダ

コガネギク

ヤマブキシ ョウマ

サラシナシ ョウマ

キッリフネ

ヨブスマソウ

シノブカグマ(?)

セ リ科の1種

クルマバソウ

マイヅルソウ

ホソバ トウゲシバ

W∞dyplants

sOl∫αsθηα麗 π∫∫s 被度Coverage3234444433

α 〃zπ∫`α6切勿如

Mo9η0〃 α々oδ%∫var.δ07θ α〃∫

Hyご!zαπ96θραπゴcπ鰯 α

、4δゴε∫∫αc乃o〃〃εη∫ゴ5

1)7観 π5∫α㎎6漉 ゴ

Eπ0πツ規御∫0κゆ加 〃π5

SO76μ ∫CO〃2〃Z伽如

Woodydimbers

R加 εα彿δ逝9・祝α

C6Zα∫〃π∫oプδゴ6協Ol伽5

Sc雇 ∫α〃〃αo乃勿θπ∫∫∫

y魏 εCO忽 η6加6

Hy4名0η9召 αρθ'ゴoZα7ゴ∫

ノ4C〃加4凌7々010〃2ゴ 如々

Herbs&grasses

Dπyoμ θγ露6名α∬〃雇20鋭 α

高さHeight

C

Q鰹CκS〃20η901加var.970∬6∫ ε7z伽

So雇20助z㎎ 規α加(!zαη8i20ゴ4εε

So1∫40gozノ 〃9α一ακ76αsubsp.16ガoαzη りα

/レκη6π∫4∫0ゴ6〃∫var,々 α〃Z云∫6乃Ol∫ゴCκ∫

α加6吻9α ∫伽 ρ1θκ

加 ρα'8π∫〃o!踊伽96z6

Cαα21α 乃α∫`α云αvar.0プ ゴ6πホα〃S

Rκ〃20乃名α 〃Z躍∫6α

Umbelliferaesp,

・43ρθ7κZα040zαムα
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表一7樹 高階別本数表(帯 状区漁.3)

種 Spedes

樹 高(m)2468101214計

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

Height46810121416Tota1

キハ ダP加 〃o(Zθη〃oη α〃zπ泥窩6(Ph)

トドマツ 、4∂彪∫認c加1勿 θ窩空(A)

ナナカマ ドSo7∂ 郷co物 吻㍑如(S)

シウ リザクラP捌 η薦 癬oガ(Pss》

オオバボ ダイジュ7「〃め 〃礁 珈o痂02勿 η(Tm)

ハ リギ リ 血 ♂ρρα〃ακρゴ伽s(K)

イチ イ7厩 麗 α碑)ゴぬ 如(T)

エ ゾヤマザ クラP㍑ η薦 脇響翻 朗 植栽)(Pr)

6

3

3

2

1

1

1

3

●

-ー
」

○

・

1
1
1

3

●

●

●

.

・

.

0
乙

・

9
白

・

・

-
I
l

-
1
4

1

・

-

・

-■
■

・

1

1
1↓

1
8」

十一言口 Total 331453220

表一8胸 高直径階別本数表(帯 状区Fb.3)

木 本 は 、13種 が 生 育 し、 ヤ マ グ ワ、 ヤ チ ダ

モ 、 イ タ ヤ カ エ デ 、 オ ヒ ョウ な どが 多 くみ ら

れ る。 つ る性 木 本 で は 、 ッ タ ウ ル シが 一 様 に

分 布 して い る 。

草 本 で は 、 エ ゾ イ ラ クサ ・ア キ タ ブ キ ・ス

ゲ属 種 、 ク ル マバ ソ ウ な どが 目立 ち 、全 体 の

種 数 も18に 達 す る(表 一9)。

土 壌 断 面 を み る と、 根 系 の 深 さ は50cmほ ど

で あ る 。 こ の深 さ まで の土 壌 母 材 は 、段 丘 堆

積 物(砂 、 礫 、 粘 土)で な く、 降 下 火 山 灰 起

源 の ロ ー ム 質土 で あ る。 表 層 に近 く、 堅 果 状

構 造 の 層(約20cm厚)が み ら れ る(図 一7)。

遠 音 別 神 社 の 森 林 は 、今 回 の 調 査

種

胸高直径(cm)0

～

SpeciesDbh5

510152025303540455055計

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
1015202530354045505560Tota1

キハ ダP加 〃04θη〃oπ α〃膨76π∫6(Ph),.

トドマ ツ/16ゴ8∫ ∫αchα1勿θηs∫s(A).1

ナ ナカマ ドSo7∂ 薦co吻 辮編α(S)..

シウ リザ ク ラ1)7観%∬sゴoプ れPss)

オオバボ ダ イジュ7'漉 α〃2απ伽o獅c密 αηα(Tm).

ハ リギ リ κα10ραηαゆ ゴ伽 ∫(K).

イチ イ7「 ακπ∫c鰐ρ堀砿α(T)

エ ゾヤマ ザ クラ ∫)物肱5∫o響6π 如(植 裁)(Pr)3

枯 れ木Deadtree(x).

l

l

131.,

.1

●

1

1.

,.,6

..3

..3

2

1

1

1

3

11

部分のほかに、大径木残存部分(写

真一6、7参 照)、東側の針広混交林

部分(写 真一3、4)、 その他の部

分がある。これらについては、次の

機会に調査 したい。

十雪ロ Total 31233521...121

考 察

遠音別神社の 「鎮守の森」は、ウ

トロ市街地 とチャシコツ原野開拓地

とにはさまれた、海岸段丘斜面の上

部の緩傾斜地に残されてきたもので
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図 一6 キ ハ ダ ・ ト ドマ ツ林 分 の帯 状 区(恥.3)

表 一9 キハ ダ ・トドマツ林分の林床植生(帯 状区恥3)

種 Spedes 距 離Distance(m) 123456789101112131415161718192021222324252627

木 本
クマ イザサ

ヤマ グワ
ハ ウチ ワカエ デ
ヤ チ ダモ
エ ゾニ ワ トコ
ハ リギ リ
イタヤ カエデ
シウ リザ ク ラ
ハ ルニ レ
ミズナ ラ
オヒ ョウ
オオバ ボダ イジュ
ミズキ
トドマ ツ
つる性 木本

ツ タウルシ
サ ルナ シ
ヤ マブ ドウ
ッル ウメモ ドキ
ツル アジサ イ
ミヤマ マ タタビ
イワ ガラ ミ

草 本
スゲ属 の1種(広 葉)
キツ リフ 不
アカ ミノルイヨウシ ョウマ
エ ゾ イラ クサ
アキ タブキ
コウ ゾ リナ
チ シマ アザ ミ
クルマ バ ソウ
ウマ ノ ミッバ
ミヤマ ワ ラビ

ル イ ヨ ウ シ ョウ マ
エ ゾ ノ ギ シ ギ シ

コ ン ロ ン ソ ウ

マ イ ヅ ル ソ ウ
ス ミ レ 属 の1種

オ オ ヨ モ ギ
ヨ フ"ス マ ソ ウ

オ オ ダ イ コ ン ソ ウ

Woodyplant

Sα3α3碑 αη επ3ゴ∫ 被 度Coverage44

高 さHeight(cm)100

ルfo7z偲 δo〃2をyc誌C..

4C6プ ノ¢ρ0η ゴ0κ 〃2..

Fπ 庸 π 〃∫ 〃2α η廊 乃π7ゴCαvar.ノ ¢ρ0η ゴCα..

SO〃 め κ0π5∫ ゴθ60〃 ゴαηαvar.〃2ゴ9κ θ1が..

κ α10ρ α πα τ ρ ゴ6'π ∫,.

ACθ7〃20η0..

Pη4πZ45∫5ゴ02・ ゴ..

乙〃 〃2π∫4α 加4ゴ αηαvar.ノ ψ0η ゴCα..

Qz4θ76z65〃zo〃go1ゴcαvar.g7'o∫ ∫ε5ε77「α'α..

乙1z〃2π ∫1αcゴ π ゴα云α..

7「ゴ〃 α 〃2ακゴ〃20〃 ゴ(yzゴご2π0..

Co7η24560η"'oか εノr∫o..

/1∂ ゴ6∫ ∫oc乃 α〃 η2π ∫ゴ∫..

Herbs&grasses

R加65α 〃2∂ 忽z4α 十.

/1c'ゴ π ゴ4∫α αη 望z4'α.2

レ奄'が560ゴ9カ θガ α6.。

Cθ1αs'7z4507∂ ゴα41α'z4ε..

H二y6㎎ η96α ρ θ'ゴ01α7ゴ ∫..

A6'ゴ π ゴ4ゴ0々010〃Zゴ 々'α 。.

Sご 屠20ρ 乃7㎎ 〃Zα 勘y4Zα η9ε0ゴ4θ5..

Herbs&grasses

Co2rε κsp..十

/勿 ρ α'ゴθπε η0〃 一'απ9876..

ノ16忽8α67ツ 魚70COη うα..

乙ケ'ゴcα ρ1α 切)耽 ソ〃 α..

P6如5ゴ 彪5ブ ψ0η ゴCμ∫var.9ゴ9α π'碑 ∫ 。.

Pゴ67ゴ3砺 θzα6ゴ0ゴ ゴ63var.91α ∂7θ∫66π ∫..

C〃sゴz4〃2々o〃z'5(ゾ2α'ゴ6π 〃2..

/15ρ θ7〃 α040η 如..

Sα π ガCZ〃 αC/Z〃Z62Z∫ ガ5..

乙03ケ8α ρ 乃 θ90ρ'27ゴ5..

Ac云 α θαo∫ ゴα がcα

Rπ 〃2θκ0δ'Z45〃 わ1ゴκS

cα74α 〃2f222ゴ α4cα π'乃 α

ル 頚α ゴoη 〃2θ〃2ε4〃24〃 α'α'24〃z
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母 材 色 堅さ 水湿

リター

ふしょく土 黒紫 軟 潤

ローム質 暗褐 やや堅 潤
(火山灰起源)

ローム質 黒褐 堅 潤

(堅果状構造,火 山灰起源)

表一10調 査林分の諸数値

林 冠 木

ローム質 赤褐 堅 潤

(火山灰起源)

帯状区 主要樹種 高さ 胸高直径 立木密度 中層樹種 全立木密度

1
1

り乙

つ
0

1

一

一

一

3

り
乙

り乙

り
乙

ハ ルニ レ

ミズナ ラ

トドマ ツ

イタヤカエデ

キハダ

14-16m35-40cm290本/ha

-16-28290

10-1418-381270

12-1818-40710

10-1620-40670

オヒ ョウ1290本/ha

キ ハ ダ4290

ナ ナカマ ド3090

シウ リザ ク ラ2570

シウ リザ ク ラ1330

,。!

i
・・ト

;林床 クマイザサ1006紬

UtoroNα3 870828

図一7土 壌断面(帯 状区恥3)

あ る。 この 森 林 は 、 天 然 生 林 で あ り、 開拓 初 期 に

は 人 手 が 入 っ た か も しれ な い が 、 そ の 後 は ほ ぼ 手

つ か ず の ま まで あ っ た ら しい(写 真 一1お よ び

2)。 た だ し、 大 径 木 が 抜 き伐 りされ た痕 跡 は み

ら れ る。

森 林 域 は 、 道 路 で 取 囲 まれ た部 分 で あ る とす れ

ば 、 面 積 が 約2haで あ る。 土 地 所 有 か ら は 、北 西

側 が 国 有 林 で あ り、 南 西 側 が 民 有 林 で あ っ て 、林

業 的 に は 無 施 業 の 状 態 とな って い る。

森 林 の 構 成 を み る と、 全 体 と して 、 冷 温 帯 広 葉

樹 か らな る落 葉 樹 林 で あ る 。 け れ ど も、 ト ドマ ツ

林 分 が 存 在 す る こ と、 周 囲 の 森 林 が 針 広 混 交 林 で

あ る こ と(伊 藤 ほ か 、1982;松 井 ほ か 、1985;斎

藤 、1984、1985;鮫 島 ・佐 藤 、1981)な どか ら み

る と、調 査 地 ふ きん の 天 然 生 林 は 、 か つ て 、 開 拓

以 前 に は 、ミズ ナ ラ ・イ タヤ カエ デ ・シ ナ ノキ 林(冷

温 帯 広 葉樹 林)を 主 と して 、 い くらか ト ドマ ツ の

混 生 した 、 広 過 の針 広 混 交 林 で あ っ た ろ う、 と推

測 さ れ る 。

森 林 の構 造 で は 、 林 冠 を形 成 す る樹 種 は 、 上 記

以 外 に 、ハ ル ニ レ、 オ ヒ ョ ウ、 キハ ダ、 ハ リギ リ、

オ オバ ボ ダ イ ジ ュ な どが あ り、高 さが12～18m、

胸 高 直 径 が20～40cm、 立 木 密 度 が700～1200本/

haで あ り、 樹 冠 閉鎖 は 十 分 で は な い 。

亜 高 木 層 の 構 成 種 と して は 、 ア オ ダモ 、 ヤ マ グ

ワ、 エ ゾ ノバ ッ コ ヤ ナ ギ 、 シ ウ リザ ク ラ、 ハ ウチ

ワ カエ デ 、 ミズ キ な どが あ り、 イ チ イ もこ の 層 に

はい る 。 た だ し、 この 層 の立 木 は 量 的 に 乏 しい 。

低 木 層 に は 、シ ウ リザ ク ラ、 ヤ マ グ ワ、 ホ オ ノ キ、

キ タ コ ブ シ、 イ タヤ カエ デ な ど もみ ら れ る が 、 本

来 の 低 木 は ノ リ ウ ツ ギ の み で あ る 。 全 立 木 の 生 育

密 度 は 、林 分 に よ る差 が 大 きい け れ ど も、1500～

4000本/haと み な さ れ る(表 一10)。

つ る性 木 本 は 、 た いへ ん 種 数 が 多 く、 ッ タ ウル

シ、 ツ ル ウ メモ ドキ、 イ ワ ガ ラ ミ、 サ ル ナ シ 、 ミ

ヤ マ マ タ タ ビ 、チ ョウ セ ン ゴ ミシ 、 ヤ マ ブ ドウ、

ツル ア ジサ イの8種 を 数 え た 。 こ の 数 は 、 こ の 地

方 の つ る性 木 本 の 全 て を 含 む もの で あ る。 量 的 に

多 い に もか か わ らず 、立 木 に よ じ登 っ た もの が 少

な い の は 、近 い 過 去 に お け る手 入 れ(つ る切 り)

に 由 来 す る の か も しれ な い 。

林 床 植 生 は 、 クマ イザ サ 型 で あ り、全 体 と して 、

被 度 が3～4で あ り、 高 さが60～110cmで あ っ て 、

草 本 種 は か な り乏 しい 。

木 本 の 実 生 ・稚 樹 と して は 、高 木 種 の ト ドマ ツ、

イ タヤ カエ デが 目立 ち、 オ ヒ ョ ウ、 ヤ チ ダモ 、 ハ

リギ リ、 オ オバ ボ ダ イ ジ ュ もい くらか 存 在 す る。

亜 高 木 種 と して は 、シ ウ リザ ク ラ の 実 生 が 目立 ち、

ヤ マ グ ワ も多 め で あ る。

草 本 と して は 、道 路 沿 い の 陽 性 種 を 別 にす る と、

明 る い森 林 性 の 種 と して 、 ア カ ミ ノ ル イ ヨ ウ シ ョ

ウマ 、 エ ゾ イ ラ クサ 、 オ オバ ナ ノエ ン レイ ソ ウ、

サ ラ シ ナ シ ョウマ 、 ス ゲ 属 種 、 ク ル マ バ ソ ウ 、 コ

ン ロ ン ソ ウ な どが 目に つ くほ ど で あ る 。 しか も、

これ ら は 、 クマ イザ サ の 比 較 的 に疎 生 す る場 所 に

限 られ や す い 。 落 葉 広 葉 樹 林 で あ り、 林 冠 が 十 分

に 閉 じて い な い こ とが 、 クマ イザ サ お よび 半 陽 性

草 本 の 存 在 を 許 し、 マ イ ヅ ル ソ ウ、 シ ダ類 な ど の

耐 陰 性 草 本 を生 育 し に く く して い る 、とみ られ る 。

た ね 散 布 の 観 点 か らは 、 こ の 森 林 で は 、 風 散 布

型 が10種 、動 物 散 布 型 が12種 で あ り、 後 者 で は 、

被 食 型 が11種 、貯 食 型 が1種 で あ る 。孤 立 林 に な

る と、 風 散 布 型 は 衰 退 を余 儀 な くさ れ 、 動 物 散 布
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表一11生 活形とたね散布か らの樹種の区分

生活形 風 散 布 種 動 物 散 布 種

大高 木 トドマ ッ、イ タヤ カエ デ、ヤチ ダモ

ハルニ レ、オオバボ ダイジュ

中高 木 ハ ウチ ワカエデ、アオダモ、オ ヒョ

ウ、エゾ ノバ ッコヤナギ

小高 木

低 木 ノリウツギ

ミズナラ*、ミズキ、キハ ダ、

ハ リギ リ、ホ オノキ

シウ リザ クラ、ナナカマ ド、

キタコブ シ

ヤマグワ、イチ イ

ツリバナ、エ ゾニ ワ トコ

*貯 食型

型が優勢 となる傾向にあるが、本調査地では、風

散布型の種 も林床によく生存 している(表 一11)。

生活形からみると、林冠木(大 高木)が10種 、

亜林冠木(中 高木)が7種 、中層木(小 高木)が

2種 、そして低木が3種 であ り、合計22種 が生育

している。高木種の多いことは、明るい広葉樹林

であること、小孔状地(ギ ャップ)が 存在するこ

と、クマイザサ型林床であること、などが関係す

るからであろう。

林齢については、年輪解析をしていないのであ

るが、現存の立木の胸高直径が最大値で も40cmで

あることから、100年 生前後の森林であろう、と

推測される。ただ し、 ミズナラお よびイチイの伐

り株(腐 朽 して、年輪を数えられない)の 直径が

60cm前 後あることからみれば、開拓以前 には200

年生以上の森林が存在 していたにちがいない。

調査区域に限るなら、全体 として、中～小径木

が多 く、森林が壮齢(～ 若齢)で ある、とみ られ

る。それで、林床に後継の実生 ・稚樹が少なめで

あっても、この天然生林は、人手が入らなければ、

近い将来 まで、このまま健全に推移 してゆきそう

である。つ ま り、人為的 な森林の維持 苗木

植栽、つる切 り、若木のササからの刈出し、ほか

は、当分の間、必要ないであろう。

ただし、気象害からみると、北西～北からの寒

風、東～南東か らのペレケ川沿いの風 も影響 して

いるが、南～南西からの卓越風(遠 音別颪)が 最

も影響が大 きい、とみ られる(松本、1985;ほ か)。

このことは、チャシコツ原野の開拓(森 林伐採)、

グラウン ド造成などが もたらした、南西部分の広

葉樹林分の疎林化に現われている(写 真一6お よ

び7)。 それゆえ、この部分において、樹下植栽、

若木の刈出し、風上林縁帯の造成などが実行 され

ることが望 ましい。

要 約

1.チ ャシコツ原野の開拓は、大正年間から始ま

り、調査 した森林は伐 り残 されてきたものであ

る。

2.遠 音別神社は、1978年に現在地に移設 された。

その周囲の森林には、ほとんど手がつけられな

かった。

3.森 林域(鎮 守の森)は 、旧道 と新道に取囲ま

れ、面積が約2haで あ り、北西側が国有林、南

東側が民有林である。

4.こ の森林は、海岸段丘面上にあ り、標高が50

～70mで ある。地質的には安山岩質集塊岩であ

り、表層には第四紀の段丘堆積物がのるが、土

壌母材は降下火山灰起源である。

5.こ の森林は、天然性の冷温帯落葉広葉樹林で

あ り、部分的に トドマツ林分が存在する、広過

の混交林である。

6.林 冠木は、ミズナラ、イタヤカエデを主 とし

て、 トドマツ、ハルニレ、キハダ、ハ リギリ、オオ

バボダイジュなどが混生 し、高さが12～18m、

胸高直径が20～40cm、 立木密度が700～1200本

/haで ある。

7.林 床植生はクマイザサ型であ り、木本の稚苗

が少なめであって、森林性の草本 も少ない。

8.胸 高直径や林相からみると、林齢は100年 生

前後 と推測される。そ して、この森林は、当分

の問、人為的な森林維持を必要としないであろ

う。
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OnthenaturalforestoftheOn'nebetsuShrine

atUtoro,Shari-cho,easternmostHokkaido.

Shin-ichiroSAITo*andToshijiNARITA**

*Minenobu,Bibai,HokkaidoO79-01,Japan.

**Bibai,HokkaidoO72,Japan.

Summary

ThepresentpaperdealswiththepresentstateofnaturalforestsoftheOn'nebetsuShrine,whichwas

studiedonAugust27to28thin1987.

Theresultsstudiedwereasfollows:

1.Naturalforestshavebeenfelledsince1912foragriculturaldevelopmentattheChashikotsu-Gen'ya,

Utoro,ShiretokoPeninsula(Figs.1,2,Photos.1,2).
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7
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TheOn'nebetsuShrinewasreconstructedatpresentsitefromUtoro-Jinjayamain1978.

TheforestsoftheShrine,surroundedbyoldandnewroads,are2加inarea,beingdividedinto

twopartsofnationalandprivateforests(Fig.2,Photo.2).

Theforestssituateonamarrineterrace,50to70吻abovesealevel,andgeologically,andesiticagg-

lomerateandterracedeposit,butloamysoilsareoriginallyvolcanicash(Fig.7).

Theforestsstudiedareakindofdeciduousbroad-leavedtreeforestsofcooltemperatewithlocal

!4∂ ガθs∫ α6乃 α1伽6π ∫ゑsstands(Photos.3,4,5,8).

CanopytreesoftheforestsarecomposedofQ勿 θκ 勿∫ 駕oηgo1ゴoαvar.g70∬6s67zα 彪,ノ10θ7吻oηo,ノ1伽 ∫,

乙η〃zπ∫,P舵 〃046π げ70η,κ α101)α πακ7「 〃 α,etc.,12to18〃zinheight,20to40c〃zinDbh,700to1200

treesper乃 αindensity(Figs.3,4,5,6,Tables1,2,4,5,7,8,10).

TheforestfloorsarecoveredwithSαsα ∫θπαη6η ∫ガ∫andhaveafewnumberandspeciesofwoody

plants(Tables3,6,9).

Theageoftheforestsissupposedabout100years,andoldlargerforests,about2000rmoreyears

ofage,hadbeenfelledselectivelysince1912(Photos.6,7).
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